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レポート１：解答をレポートで提出してください。
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提出場所：D−501

1. 連立１次方程式 AAAxxx = bbbについて考える。AAAは m× n行列，xxxは n次列ベクトル，bbbは m次列ベクトル

で，rank AAA = kとする。以下の問いに答えよ。

（1）行列 AAAの行数 mと AAAの階数 k，および列数 nと kとの間に成り立つ大小関係をそれぞれ示せ。

また，これら二つの大小関係にはどのような論理関係が成り立つか（「または」，「かつ」）。

（2）拡大係数行列 [AAAbbb ]を行基本変形（掃き出し計算）して下式の [BBBccc ]を得た。左上の k 次小行列が

単位行列となるように変形するには，行列の変形過程で一般には列の交換が必要であるが，その操

作は考えない。

[AAAbbb ] =⇒ [BBBccc ] =

⎡
⎢⎢⎢⎢⎢⎢⎢⎢⎢⎢⎣

1 0 · · · 0 α1k+1 α1k+2 · · · α1n β1
0 1 · · · 0 α2k+1 α2k+2 · · · α2n β2
...

...
. . .

...
...

...
...

...
...

0 0 · · · 1 αk k+1 αk k+2 · · · αk n βk
0 0 · · · 0 0 0 · · · 0 βk+1
...

...
...

...
...

...
...

...
...

0 0 · · · 0 0 0 · · · 0 βm

⎤
⎥⎥⎥⎥⎥⎥⎥⎥⎥⎥⎦

i. 方程式が解をもつための βk+1 から βm の条件と，このときの拡大係数行列 [BBBccc ]の階数を示せ

（定理 2.12：行列の階数は，行基本変形で不変である）。

ii. 方程式が解をもつとき，αi j (1≤ i≤k , k+1≤ j≤n)と β l (1≤ l≤m)を用いて解 xxx = t [x1 , x2 , · · · , xn]

を表せ。ただし，必要な個数だけ任意定数を定めよ。

2. 未知数が３個の次の連立１次方程式について，以下の問いに答えよ。
⎧⎪⎨
⎪⎩

x1 + 2x2 + x3 =−4
3x1 + 2x2 − x3 = 4
7x1 + 6x2 − x3 = 4

（1）AAA =

⎡
⎢⎢⎣

1 2 1

3 2 −1

7 6 −1

⎤
⎥⎥⎦ , xxx =

⎡
⎢⎢⎣

x1

x2

x3

⎤
⎥⎥⎦ , bbb =

⎡
⎢⎢⎣
−4

4

4

⎤
⎥⎥⎦とおいて [AAAbbb ]の行基本変形のみで解を求めよ。

（2）AAA′ =

⎡
⎢⎢⎣

1 2 1

−1 2 3

−1 6 7

⎤
⎥⎥⎦ , xxx′ =

⎡
⎢⎢⎣

x3

x2

x1

⎤
⎥⎥⎦ , bbb =

⎡
⎢⎢⎣
−4

4

4

⎤
⎥⎥⎦とおいて [AAA′ bbb ]の行基本変形のみで解を求めよ。

（3）(1)と (2)の結果は同値であることを示せ。
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